
全国の居場所が大集合 ２０２０.０２.２９ 

まちの縁側大博覧会 

  in 名古屋市公会堂（鶴舞） 
 ～全国のまちの縁側と呼ばれる市民的な居場所の 

      実践が集い、お互い学び合い交流できる場～ 
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 NPO まちの縁側育み隊（代表理事：名畑恵さん）や、大阪 NPO みつや交流亭や長野・京都・愛知のまち

の縁側の方々が共催する展示・交流会でした。大博覧会がミニ博覧会となった（コロナの影響）とはい

え、参加者約 50名で各展示やシンポジウムを楽しみ、多くの方と交流できました。新建愛知も展示ブー

スを出させていただき、全国と支部の活動紹介パネルと叢書、金山の会所（福田設計）の写真を展示、

パンフレット等を配布したり、建築とまちづくり誌を見せながら活動のお話をさせていただきました。 

 延藤安弘先生への黙とうを行い、参加を見合わせた長野の取り組み「長野まちの縁側 5000 か所」（家

先や通りに休憩場所などをつくる）という最先端のまちの縁側活動の説明などもしていただきました。 

大阪みつや交流亭は淀川区の三津屋商店街１店舗をオープンな場にして活用されており、フリーペー

パー「ザ淀川」編集長の女性、伊賀へ移住されて林業を営む若い方とお話しさせていただき、ほかに、

一宮市役所の方が新建に興味を持ってくれたり、瀬戸や千葉佐倉の方とも楽しく交流できました。 

 絵本、竹の工芸品、茅葺民家模型や暮らしの風景模型、瀬戸窯垣と坂道に特化したマップなど、パネ

ル展示だけでなく、見た目にも楽しい展示ブースがたくさんありました。シンポジウムと、各活動・京

都大学の台湾の話など多様なテーマの報告にあっという間に時間が過ぎて、大円団まちの縁側ソングへ。 

 飲食ブース・二次会も中止になって、みなさん消化不良ぎみではなかったかと思います。帰りには、

たくさんの京野菜雑炊と大阪土産（紅しょうがあられ）をいただき、また大阪みつや交流亭などへ行っ

てみたいなと思わせてくれる・・・あたたかい居場所づくりを体感させていただきました。（感想：黒野） 

 

 

 

 

  

 

新建愛知支部 新建活動と金山の会所 

 

こんなまち住みたいナ（瀬戸）窯垣マップ  

 里山工芸研究会（豊田市）竹の照明等 

 

名畑みのるさん 茅葺と縁側のある暮らし 

ｸﾆﾊｳｽ･ﾊﾙﾊｳｽ物販（梅干し・京野菜雑炊等） 

 

  延藤さん・名畑さんの絵本の展示 

❖プログラム 10：00～13：00 開場・フリータイム（展示ブース自由観覧）13：00～オープニングセレモニー 

        13：30～シンポジウム まちの縁側とは？など 15：30～リレートーク 16：30～まちの縁側ソング 

❖展示ブース NPO 子どものまち（千葉佐倉）、みつや交流亭（大阪淀川）錦二丁目まちづくり協議会、 

       ジネンカフェ・NPO まちの縁側育み隊、おおくさの家・小牧市大城児童館わらべかん、等・・・ 


